
令和６年能登半島地震により被災された皆さまに心からお見舞いを申し上げます。
一日も早い復旧・復興に向け全力を尽くしてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小松市議会

作品名「表裏」
小松市立高等学校芸術コース美術専攻　2年生　坂倉 梨紗 さん

Vol.179Vol.179
私の街こまつ

Vol.212Vol.212
私の街こまつ Contents

12月定例会…………………………  2
市政Q&A
代表 質問・ 一般 質問 …………  4
予算決算常任委員会総括質疑 ……  14
常任委員会　審査報告 …………  15
特別委員会　調査報告 …………  17
議決結果 ……………………………  18

市議会HP
QRコード

2024.2



2024年2月 2

会
期
〈
11
月
27
日
～
12
月
22
日
〉

11
月
27
日　
開
会

　
　
市
長
提
出
議
案

　
　
　
　
予
算
案	

9
件

　
　
　
　
条
例
案	

10
件

　
　
　
　
そ
の
他
議
案	

6
件

12
月
5
日　
代
表
・
一
般
質
問（
3
・
2
人
）

6
日　
一
般
質
問（
７
人
）

7
日　
一
般
質
問（
5
人
）

　
　
　
市
長
提
出
追
加
議
案	

1
件

8
日　
各
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

11
日　
各
特
別
委
員
会

15
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
括
質
疑

　
　
　
各
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

20
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
22
日　
閉
会

　
　
　
市
長
提
出
追
加
議
案	

2
件

　
　
　
議
員
提
出
議
案	

4
件

　
　
※
議
案
等
の
採
決
結
果（
Ｐ
18
参
照
）

12月
定例会定例会

予算案をチェック
　市長から提案のあった予算案については、予算決
算常任委員会で審査されました。（P14〜15参照）
　主な提案内容を紹介します。（P3）

令和5年度12月補正予算
 一般会計 	 補正額	 23億667万8千円
 特別会計 	 補正額	 3,744万3千円
 企業会計 	 補正額	 6,975万円
 合　　計 	 補正額	 24億1,387万1千円

一般会計の累計
	 515億7,742万2千円
全会計の累計
	 1,101億2,950万円

議員提出議案をチェック
　議員から提出された議案のうち意見書について
は、可決された意見書を、内閣総理大臣をはじめ、
関係機関に送付しました。（賛否はP18参照）

議案第6号	 �北陸新幹線「米原ルート」へ再考を
求める決議

議案第7号	 �建設業の除雪業務における時間外
労働の取扱いに関する意見書

議案第8号	 �生涯を通じた国民皆歯科健診の実
現を求める意見書

議案第9号	 �子供たちの学びの更なる充実を求
める意見書

条例案等をチェック
　市長から提案のあった条例案やその他の議案に
ついては、各常任委員会で審議されました。
（P16〜17参照）

人事案件
　選挙管理委員
　　升

ます
田
た
　保
たもつ
	 氏（丸の内町）

　　西
にし
木
き
 他
た
希
き
子
こ
	 氏（河田町）

　　中
なか
田
だ
　勉
つとむ
	 氏（下粟津町）

　　道
みち
場
ば
　昌

まさ
之
ゆき
	 氏（波佐谷町）

　選挙管理委員補充員
　　長

ちょう
　美

み
千
ち
代
よ
	 氏（平面町）

　　森
もり
中
なか
 千
ち
枝
え
子
こ
	 氏（今江町）

　　平
ひら
野
の
　正

まさ
樹
き
	 氏（安宅町）

　　小
こ
鹿
しか
　美

み
絵
え
	 氏（西軽海町）

を選出しました。
　人権擁護委員
　　山

やま
川
かわ
　美

み
鶴
つる
	 氏（下八里町）

　　田
た
中
なか
 眞
ま
智
ち
子
こ
	 氏（井口町）

の推薦に同意しました。

本会議の討論
　橋本議員から市長提出議案第71号、第81号、小
松基地・空港対策特別委員会委員長報告、議員提
出議案第7号に対し反対討論がありました。
　宮西議員、川崎議員から議員提出議案第6号に対
し反対討論がありました。



議会だより 212号3

新幹線通勤通学支援費

【補正額】	 1,200万円
【内　容】	 北陸新幹線の定期券

の購入費の一部を補助する費
用です。小松に住みながら北
陸エリアで働き・学ぶことを支
援します。

認定こども園だいいち整備費

【補正額】	 1億3,720万円
【内　容】	 建築後、約50年が経

過した「認定こども園だいい
ち」の移転・改築に伴う用地取
得等の費用です。

新幹線小松駅開業
プロモーション費

【補正額】	 260万円
【内　容】	 石川県への誘客プロ

モーションとして、令和6年3 
月30日に浅草神社で、子供歌
舞伎を上演します。首都圏で
の子供歌舞伎上演により、開業
をPRします。

粟津駅周辺整備費

【補正額】	 2,600万円
【内　容】	 粟津駅を横断する東

西自由通路を核とした駅周辺
の整備を行い、「より使いやす
い」、「安全・安心」な駅を目指し
ます。

公園施設リニューアル費

【補正額】	 3,200万円
【内　容】	 】今江町城山公園遊具
（設置後17年経過）をリニュー
アルします。子どもたちが楽し
める安全で心地よい公園をつ
くります。

小松駅ターミナルプラン推進費

【補正額】	 1億2,000万円
【内　容】	 小松駅と駅西立体駐

車場「十八番」の間の道路横断
部に雨よけシェルターを設置す
る等、北陸新幹線小松駅開業後
を見据えて、駅利用者の「更な
る利便性の向上」を図ります。

今江春日神社線外１路線整備費

【補正額】	 2,100万円
【内　容】	 上本折町から符津町

を結ぶ都市計画道路の内、前
川周辺の狭隘区間を拡幅し、
交通の安全･安心と利便性の
向上を図ります。

予算案をチェック

生活応援プレミアム付
商品券発行費

【補正額】	 7億3,000万円
【内　容】	 国の経済対策を受

け、物価高騰で厳しい状況に
ある市民生活を下支えするた
め、プレミアム率を40％に
高めた商品券を令和6年度に
販売します。

物価高騰緊急支援
給付金費（追加分）

【補正額】	 6億3,000万円
【内　容】	 物価高騰により、家

計への大きな影響を受けてい
る住民税非課税世帯に対し、
生活等の支援をするため、給
付金を支給します。
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市政 Ｑ＆Ａ代表質問

代
表
質
問

一
括
質
問

会
派
自
民
　
　
灰
田　
昌
典（
は
い
だ 

ま
さ
の
り
） 

議
員

新
幹
線
開
業
後
の
ま
ち
づ
く
り
と

豪
雨
対
策
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

２
０
４
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

新
幹
線
開
業
の
好
機
に
、
本
市
が
有
す
る
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
好
循
環
を
つ
く
り
出
す

ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

均
衡
あ
る
予
算
編
成
を
望
む
。

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
必
要
な
投
資
を
行
う
と

と
も
に
、
中
長
期
的
な
収
支
均
衡
を
図
る
た
め
、

基
金
の
積
立
て
や
市
債
の
繰
上
償
還
も
行
っ
て
い
る
。

◆
治
水
対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

早
急
な
石
橋
川
排
水
区
と
石
橋
川
排
水
区
以
外

の
内
水
対
策
に
つ
い
て
。

石
橋
川
排
水
区
は
遊
水
地
に
雨
水
を
一
時
的
に
た

め
る
計
画
。
石
橋
川
排
水
区
以
外
は
全
市
域
に
お

け
る
各
排
水
区
の
整
備
の
進
め
方
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

◆
未
来
型
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て

立
地
場
所
・
導
入
す
る
機
能
、
公
会
堂
に
替
わ
る

大
ホ
ー
ル
の
確
保
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

立
地
場
所
は
公
会
堂
が
立
地
す
る
一
団
の
土
地

を
選
定
し
た
。
機
能
は
図
書
館
、
博
物
館
及
び
公

会
堂
の
大
ホ
ー
ル
を
除
く
機
能
を
集
約
・
再
編
し
、
飲

食
ス
ペ
ー
ス
や
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
等
、
新
た
な
機
能

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
大
ホ
ー
ル
は
確
保
で
き
な
い
状

況
。
年
度
内
に
施
設
規
模
や
概
算
事
業
費
を
取
り
ま
と

め
て
い
く
予
定
。

◆
小
松
空
港
第
二
滑
走
路
に

つ
い
て第二

滑
走
路
の
整
備
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
は
。

旅
行
需
要
の
拡
大
、
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
魅

力
向
上
な
ど
、
空
港
エ
リ
ア
全
体
の
発
展
が
ま
ず

は
重
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
第
二
滑
走
路

の
必
要
性
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◆
新
し
い
産
業
団
地
に
つ
い
て

安
宅
新
産
業
団
地
の
選
定
か
ら
外
れ
た
７
社
、
新

幹
線
開
業
を
迎
え
、
新
た
な
申
し
込
み
も
期
待
さ

れ
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

今
年
度
内
に
は
新
産
業
団
地
の
候
補
地
を
決
定

し
た
い
。

◆
企
業
誘
致
に
つ
い
て

最
近
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
人
材
不
足
に
よ
り
業
務

に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
本
市
の
企
業

誘
致
の
取
組
は
。

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
創
業
に
も
傾
注
し
、
産
業
構
造
の
多
様
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

◆
松
陽
中
学
校
と
稚
松
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て

松
陽
中
学
校
の
改
築
の
中
身
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

稚
松
小
学
校
の
今
後
の
予
定
は
。

松
陽
中
学
校
は
既
存
校
舎
の
内
装
改
修
を
行
い

特
別
教
室
に
。
普
通
教
室
は
新
た
に
建
設
し
、
令

和
12
年
度
に
は
完
了
し
た
い
。
稚
松
小
学
校
は
総
合
調

査
に
よ
り
複
数
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
段
階
。
そ
の
後
、
学
校
や
地
域
と
具
体
的
な
計
画
に

つ
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
小
松
運
動
公
園
周
辺
の
整
備

各
競
技
の
大
会
が
同
時
に
開
催
さ
れ
た
場
合
の

駐
車
場
不
足
に
つ
い
て
。

屋
外
相
撲
場
の
跡
地
活
用
な
ど
公
園
全
体
の
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
福
祉
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

千
松
閣
に
代
わ
る
シ
ニ
ア
世
代
、
生
活
困
窮
者
、

障
が
い
者
の
方
々
の
福
祉
会
館
を
建
設
し
て
は

ど
う
か
。地

域
の
公
民
館
等
も
充
実
し
て
お
り
、
多
様
化
す

る
地
域
福
祉
の
課
題
等
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◆
中
山
間
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

瀬
谷
鷹
落
山
の
登
山
道
整
備
、
大
杉
谷
川
の
再
生

に
尽
力
を
。

登
山
道
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
状
況
を
調
査
し
た

上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
大
杉
谷
川
に
つ
い
て

は
、
大
杉
谷
川
漁
業
協
同
組
合
、
大
杉
谷
川
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
会
の
取
組
に
支
援
を
行
い
、
河
川
環
境
の
向

上
を
図
り
た
い
。

動画で
チェック




